
 

 

 

 

思いやりと勇気で心がつながる学校へ 

昨年度末、５年生が「どんな学校にしたいか」何度も話し合っ

て上記のスローガンが決まりました。「幸せいっぱいな学校づくり

実行委員会」では、その実現に向けた、アイデアをたくさん提案

してくれました。 

その一つに「いろんなパターンの

授業をしたい」という提案がありました。そこで４月１１日

（木）１時間目に心つくり部長の松浦教諭（６－３）を中心に

オンラインでの全校道徳を行いました。内容は「ふわふわ言葉

とチクチク言葉」です。初めての活動にもかかわらず、どの学

級もとても温かく真剣に取り組んでいました。 

後半には、学級ごとに

左のテーマについて話し

合いました。 

昨年度も講師の先生を

お招きし、４～６年生が

「言葉の大切さ」につい

て学びました。 

 

子どもたちが願う「思いやり」「勇気」の心でつながる第一小づくりが始まっています。 

チクチク言葉は、相手が嫌な気持ちになるのはもちろん、言った瞬間に自分の耳に届き、

使った人の方が脳へのダメージが大きくなるそうです。ご家庭でも、お子さんが、ふわふ

わ言葉いっぱいに生活できるよう後押しをお願いします。 

 

登校リーダーさん、思いやりと勇気をありがとう 

５年生のＫさん「おれ、朝、車で行きたいって言ったんだよ。そしたら、お母さんが高

学年だから（小さい子を連れていくため）歩いて行きなさいって言うからさ、歩いて来た

んだ。」とのこと。このお母さんの声掛けもありがたいし、それを聞いて「そうだな」と思

ったＫさんの成長にも感動した雨の朝でした。 

１年生の手を引いて歩く６年生のＫさん、５年生のＭさん、どこへ行けばいいかわから

ない１年生を遠回りして送ってくれた６年生のＴさんなど、思いやりの姿がたくさんです。  

 

（しょんぼりな出来事を、６年生のふわふわ言葉で励まされた校長 仁平美和子） 
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